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ARES ERIC DNAANR 
4. ババ ヤス デ 科 の 1 新種 と 1 gE 
= 好 保 徳 (Spuk (1951 年 12 月 26 日 受領 ) 


ババ ヤス デ 科 (Leptodesmidae) に 入る 属 と し て 記載 され た る の は 明らか に 人 な は 確認 され て いな いる の る 表 
える と 約 80 に 友 ん で いる 。 これら 多く の 属 の 梨 徴 の 1 つ に 基 衛 程 (Heftstab) の 有無 ふと りあ ばら れ で て い 
て 基 節 揚 の ある 屋 と それ の 無い 局 と ぶ あ る の だ が 著 手 の 局 (例え ば Phlyzakium, Leptodesmus, Alocodes- 
mus Sei で は 1 必中 に 基 分 埋 を 有する 種 と 有 し た な vu ^ 種 と を ふく ん で いる 。 ATTEMS に よれ ば Rhysodesmus 
は 基 人 衛 得 を 鉄 く 属 で ある (Das Tierreich, 69. Lieferung)。 し か し 高 薬 良 興 居 士 は 本 啓 た に 基 節 様 を 有する 
Rhysodesmus Raoensis TAKAKUWA gui Shh [2 ofi ABMA l l aho 筆者 る また 
BREAD 1 新 積 を 本 厩 の る の と し て 区 に 記 圭 する の で ある が それ は 全く 基 衛 程 の 有無 以外 の 重政 な 櫻 
彼 に お いて Rirysodesmus に 入れ る の を 正しい と 考え る か ら で あ り , ひい て は 高菜 隊 士 の 認 に 従 ち も の で あ 
SS 

1) Rhysodesmus serrula- 
fus pen (キタ ヤマ アマ ピ ビ 
コ ヤ ス ジ デ ) 
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REBELI o, 第 6 歩 肢 Fig.1. Rhysodesmus serrulatus n. sp. 
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生殖 肢 : 基 条 は ほ は 妨 形 で 回 鑑 形 の 基 和 師 杏 (第 1 bi, Hst) あり その 基部 の 肉 倒 に は 長大 な 1 本 の 画 毛 と 敷 林 
の 小 剛 毛 を 生じ て いる 。 前 尿 衛 突起 は 長く 遍 在 で 基部 で は な か な か 方 が 礎 い 。 敵 技 は 長く 局 相 で 先端 は 等 に 
AIS な り 知 汰 に 曲 つ て いる , 価 そ こ に 1 個 の 小 突起 が ある (第 1 岡 a) RUR RER ORRA EARE 
起 あ り (1f, z)o W e RER 1 Leite E E HEERE: (SÉIS red EE 
Fran It LEE E D d, e TARE bal EREI E 

2) Rhysodesmus semicircularis hosidei n. subsp. (ホシ デア マビ エギ ヤス メデ 


EIRE 53mm, DÉA8 9mm, Geib paren. Aën, MTORR MER J: bt, その 


* この 研究 は 文部 省 衝 卓 研究 妨 成 金 に よる 。 
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HRE 6 一 第 9 ko 3 PEER 
? 後 方 の る の 息 凌 し い 。 後 環 箇 の 費 
板前 邊 部 は 年 月 形 の 衝 生 を 残し て 多 - 
少 周 ん で いる (第 2 園 , 6)。 雄 の 第 4 O 」 
第 5 沙 肢 の 胸板 に 多少 交 際 起 ら し き 

ゃ の ある に し て も る 競 差 せ ず , Rhyso- 
desmus semicircularis TAKAKUWA 
TETS. 歩 破 の 基 節 に 突起 な く 
前 肌 節 で は 大 謗 第 7 より その 先 敵 腹 
側 に 菊 脆 突起 が 始ま る 。 雌 の 胸板 に 
は まばら に 毛 あり 大 内 第 5 歩 肢 の 前 
腸 節 み ら そ の 先端 腹 銘 に 東 箕 突起 あぁ . 
り 。 脱 節 と 路 節 と の 腹 側 で は 第 3 か 
DARRE 17 Zëtteg et 
タタ 見 られ る (第 2 賠 , 4, 5)。 

ÆI: Rhysodesmus semicircu- 

laris TAKAKUWA OPERI 
し て いる 。 し か し 端 技 は 店 央 部 に お 
いて は ほぼ ば 直角 に 曲り , そこ に 1 つの 
彰 状 突起 を 具 え , さら に 端 酸 は その 


Fig. 2. Rhysodesmus semicircularis hosidei n. subsp. - HWE CHAES ToS (第 2 - 
Ei L, 2, 3), zsm, IUD RKE BI, る 。 本 亜 種 の 模式 栖 品 は 東京 科 事 博物 館 
に 保存 さる 。 
Resume 


Beitrage zur Kenntniss japanischer Myriopoden 
4. Aufsatz:. Ueber eine, neue Art und eine neue Unterart von Diplopoda 
Yasunori: Mryosr (Matuyama Kita Koto-Gakko) l 


1. Rhysodesmus serrulatus n. sp. (Leptodesmidae) Länge ca. 27mm, Breite 5mm. Farbe gelb- 
lichbraun in Alkohol. Alle Metazoniten glatt und am Hinterrand findet man halbmondförmige 
braunliche Wappen. Hinterecke des Seitenflügels vom etwa 5. Segment an Zahnartig nach hinten 
vortretnd, Vorder-und Hinterränder etwa vom 5. Seitenflügel an viele winzige Sägezähnchħhen vor- 
handen. Beim $ ; Sternit des A. Beinpaares mit 2 keuleförmigen Fortsätze und Sternit des 6. 
Beinpaares zewei niedrig nach vorn gerichtete Höcker vorhanden. Vom 7. Segment an weiter, be- 
findet sich dornartige Kegel am Ende der Ventralseite von Präfemur des Beines. Gonopoden - Hüfte 
oval, mit Hüftstab, und neben ihm mehrere Borsten. Acropodit gerade, Dreit, und am Ende Piötz- 
lich verschmälert, wo sich auch ein Zähnchen befindet. Prafemoralfortsatz kürzer als das Acropodit, ` 
und noch endwärts allmählich verschmälert, einfach und an dem Grund gibt es kleinen Zahnfort- 
satz. Fundort: Kitayama-Kyo (Kii). í . E 

2. Rhysodesmus semicircularis hosidei n. subsp. Länge ca. 53mm, Breite 9mm. Metazonite dunk- 
elgrün. Die Hinterecke vom 6.—9. Segment an zahnartig nach hinten vortretend, caudalwärts immer 
merklich. Metazoniten glatt und die vordere Hälfte der ca. 5.—15. Metazoniten erhöht sich etwas. 
Sterniten sind dem R. semicircularis TAKAKUWA ähnlich. Präfemur bei $, ungefähr vóni Siebenten 
weiterhin, besitzt ventral am Ende eineh Dorn. Gonopoden sind dem R. semicircularis ähnlich, 
aber doch Acropodit dieser Unterart in der Mitte rechtwinkelich gebogen, wo sich auch ein Zahn- 
fortsatz befindet, und wieder am Ende stark gebogen. Fundort: Kasa—Yama {(Yamaguti— Ken). 
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